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田辺市議会ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/index.html

※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。
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　平成 29 年 12 月定例会は、平成 29 年 11 月 29 日に開
会し、12 月 20 日までの 22 日間の会期で開催され、「平
成 29 年度一般会計補正予算」など、市長提出議案 23 件
を全て原案のとおり可決または異議なしとしました。ま
た、議員提出議案（発議）２件については、1 件を可決、
１件を否決しました。このほか、市長専決処分事項２件
の報告を受けました。
　なお、平成 29 年 9 月議会で常任委員会に付託され、
閉会中の継続審査となっていた平成 28 年度一般会計及
び各種特別会計の歳入歳出決算議案等 17 件については、
全て原案のとおり認定または可決しました。
　本定例会では、12 月 8 日及び 11 日の 2 日間にわたり、
７人の議員が一般質問を行いました。

1

発行 /田辺市議会　　編集 /広報委員会　

田辺市議会だより
平成３０年
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件　　名 議決結果

◆平成 28 年度各種会計決算（９月議会において閉会中の継続審査としたもの）
４定議案第 17 号 平成 28 年度田辺市一般会計歳入歳出決算について
４定議案第 19 号 平成 28 年度田辺市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に
　　　　　　　    ついて
４定議案第 20 号 平成 28 年度田辺市介護保険特別会計歳入歳出決算について
　※上記以外の平成 28 年度各種会計決算等 14 件については、全会一致により認定また
　　は原案可決しました。

認定
（賛成多数）

５定議案第２号
田辺市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成
及び活性化のための固定資産税の特別措置に関する条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

5 定議案第３号 田辺市都市公園条例の一部改正について

５定議案第５号 田辺市手数料条例の一部改正について

５定議案第６号 田辺市火災予防条例の一部改正について

5 定議案第９号 田辺市体育施設条例の一部改正について

5 定発議第１号 特別委員会の名称変更及び付議事件の追加について

5 定議案第１号 田辺市長等の給与に関する条例の一部改正について 原案可決
（賛成多数）5 定議案第 15 号 平成 29 年度田辺市一般会計補正予算（第 7 号）

５定発議第２号 公金の詐取再発防止のための調査に関する決議 原案否決
（賛成少数）

議決結果（主なもの） 平成 29 年 12 月定例会

※議案番号の前の「４定」は９月定例会を、「５定」は 12 月定例会をあらわしています。
※発議第○号となっているものは、議員提出案件です。
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賛否が分かれた
議案

　※議長（小川浩樹）は議決に加わらないため斜線としています。

紀新会 篤志会 公明党 日本
共産党 誠和会

くまの
クラブ清新会

5 定議案第１号  田辺市長
等の給与に関する条例の一
部改正について

5 定議案第 15 号  平成 29
年度田辺市一般会計補正予
算（第 7 号）

5 定発議第２号 公金の詐取
再発防止のための調査に関
する決議

４定議案第 17 号  平成 28 年
度田辺市一般会計歳入歳出決
算について及び第 19 号、第
20 号　※上記議決結果参照
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一 般 質 問

議  市内に 96 カ所ある小規模水道施設は
地元で管理しているが、高齢化が進む中
で大変苦労しており、今後ますます困難
になると予想される。ポンプ設置等も必
要になると考えるが、技術的な対応や指
導を含め森林局ではなく水道部で管理で
きないか。
市  水道部は、受益者負担による独立採
算を原則とし法的及び会計的に区分され
ている水道事業を所管しており、小規模
水道施設を管理するのは難しい。森林局
は、当該施設の新設、改良費に係る補助
制度を所管しており、今後は関係部署と
連携を図り研究してまいる。 

議  観光の視点から見た中心市街地のま
ちづくりの課題は何か。
市  交流人口の増大でまちなかに滞留し
てもらうことである。
議  とりわけ経済効果が大きい宿泊客を増
やすためには夜の観光 ( ﾅｲﾄﾀｲﾑｴｺﾉﾐｰ ) が必
要。メニュー豊富で健全・安心な味光路を
もっと売り出すべきだ。宿泊客数を増やす
と言いながら市庁舎移転でホテルが減るの
はまちづくりに相反するのではないか。
市  宿泊機能確保の必要性は認識してお
り、今後とも研究していきたい。
議  順序が逆だ。まちづくりを考えて市庁
舎の移転候補地を選んでいない証拠だ。

小規模水道施設の今後の管理に
ついて　　　　　陸平輝昭議員

議  「子どもの貧困」は、福祉や子育てだ
けの問題ではなく、経済的、社会的に損
失を与える大きな問題ではないか。
市  「子どもの貧困」が経済的、社会的に
大きな損失となることは認識しており、
従来から国県と連携し、子供に視点を置
いた切れ目のない施策を展開している。
今後、学校にスクールソーシャルワーカ
ーを配置するとともに子ども食堂につい
ては情報提供をしていく。
議  未来を担う子供達が自立し、さまざ
まな立場から社会に貢献できる存在にな
るよう福祉・子育て支援施策に尽力され
たい。

観光の視点から見た中心市街地の
まちづくりについて 川﨑五一議員

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

市

議

「子どもの貧困」対策について
　　   　　 　 　　髙田盛行議員

　

議  耕作放棄地の増加は本市においても
顕著である。市として、すでに放棄地と
なった農地や、今後放棄地になる可能性
のある農地を把握し、その中で再生可能
な農地について積極的に情報提供しては
どうか。また、その手段として全国農地
ナビを利用できるのではないか。
市  現状、本市においては、農地中間管
理機構を中心に農地の集積を進めている
が、農地の情報管理や情報提供の方法等
の課題があるのも事実である。今後につ
いては農地ナビの活用方法等も含め諸課
題について検討していきたい。 

農地の流動化について
  　　　　　　　    柳瀬理孝議員

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問

議  子ども達への教育をよりきめ細かく
行えるようにするため、６割を超える教
員の病気や過労死が危惧される多忙すぎ
る働き方を改善することが喫緊の課題で
ある。現況と来年度の対策は。
市  様々な負担軽減策を実施してきたが
長時間労働は増加している。今後の対策
として、タイムカードや ICT 等を活用し
た勤務時間把握の研究を既に始めてい
る。さらに来年度から中学校において校
務支援システムを導入予定である。
議  人員増が不可欠だ。長時間勤務解消
のため、ストレスチェック制度導入や行
事精選、部活動顧問の負担軽減、業務仕
分け等、教育環境の健全化が必要だ。 

議  本市の「都市計画区域」は、60 年以
上見直されることなく現在に至ってい
る。都市計画区域変更の考え方は。
市  都市計画区域は、都市計画法に定め
られた総合的な整備、開発、保全が必要
な一定の地域であり、都道府県が定める
ものとされている。現在、県関係部署と
区域変更に向けた協議を進めており、今
後、一定の段階で市民の皆さんに周知し、
平成 30 年内の変更完了を目指したいと
考えている。
議  一刻も早く、現状に合った市民が納
得する都市計画区域への見直しが必要
だ。 

議  一人でも多くの若者に残っていただ
くため、市営住宅について、根本的な見
直し、老朽住宅の活用及びベッドタウン
としての活用はできないか。
市  公営住宅法の適用により、住宅に困
窮している低所得者であることが入居要
件とされているため、若者の定住を促進
するための活用は難しく、また老朽住宅
は景観上及び防犯上の面から撤去が望ま
しい。ただし、定住促進住宅については、
個々の状況により検討は必要だが、その
活用について関係部署と連携協議し、ま
た、住宅跡地利用についても関係部署と
協議検討していきたいと考えている。

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

都市計画区域の見直しについて
　　　　　 　　    福榮浩義議員

市営住宅の活用とﾍﾞｯﾄﾞﾀｳﾝとしての若
者定住対策について   出水豊数議員 

小中学校教員の過重労働について
　　 　　　　  　前田佳世議員

議会用語   解  説

 

特
別
委
員
会

　
議
会
が
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
た
事
件
を

審
査
す
る
た
め
に
、
そ

の
都
度
設
置
さ
れ
る
委

員
会
で
、
設
置
に
は
議

会
の
議
決
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
と
は
異

な
り
常
設
的
な
機
関
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

事
件
の
審
査
が
終
わ
れ

ば
、
特
別
委
員
会
も
そ

の
必
要
が
な
く
な
り
、

消
滅
し
ま
す
。

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

議

市
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　新庁舎の整備に加え、市街地におけるまちづくり、基盤整備等について調査研究を行う必要があるため、

平成 29 年６月１日に設置した「新庁舎整備特別委員会」の名称及び所管事項を 11 月 29 日付けで次

のように改めました。

１．名称　　 （変更前）  新庁舎整備特別委員会

　　　　　　 （変更後）  新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

２．所管事項（変更前）  新庁舎に求められる機能、庁舎のあり方等に関する調査について

　　　　　　 （変更後）  新庁舎に求められる機能、庁舎のあり方等に関する調査及び市街地に

　　　　　　　　　　　おけるまちづくり、基盤整備等に関する調査について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※委員長、副委員長、委員の構成に変更はありません。

　   佐井   昭子 議員　　  浅山 誠一 議員　　    川﨑 五一 議員　 　 北田 健治 議員　　   尾花　功 議員

　   二葉 昌彦 議員　　   安達 幸治 議員　　   安達 克典 議員 （定数８人）

委 員 長　　 　         副委員長

新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

視
察
研
修
報
告

　
常
任
委
員
会
で
は
、
市
政
の
発
展
・

住
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
他
の
自
治

体
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
、行
政
視
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　 

総
務
企
画
委
員
会

◆
日
程　

平
成
29
年
10
月
26
日
～
27
日

◆
派
遣
委
員

◎
尾
花 

功　

○
柳
瀬
理
孝  

浅
山
誠
一

　

川
﨑
五
一　

  

髙
田
盛
行　

小
川
浩
樹

　

塚  

寿
雄　
　

陸
平
輝
昭

　
　
　
　
　
（
◎
委
員
長  

○
副
委
員
長
）

①
広
島
県
安
芸
高
田
市
（
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
）

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
市
町
村
合
併
後

の
平
成
17
年
度
か
ら
「
生
活
交
通
確
保
対

策
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
乗
合
バ
ス
の

再
編
に
取
り
組
み
、
利
用
の
少
な
い
便
の

減
便
、
合
理
化
を
図
っ
た
も
の
の
、
改

善
に
至
ら
な
か
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
3
月
に
安
芸
高
田
市
公
共

交
通
協
議
会
を
設
立
し
、
地
元
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
平
成

21
年
10
月
に
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。
新
シ
ス
テ
ム
は
、
①

路
線
バ
ス
（
広
域
路
線
、
市
内
路
線
）、

②
予
約
乗
合
型
の
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
「
お

太
助
ワ
ゴ
ン
」、
③
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
運
行
す
る
市
町
村
運
営
有
償
運
送
の

3
つ
の
公
共
交
通
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。

　

予
約
乗
合
型
「
お
太
助
ワ
ゴ
ン
」
は
、

市
が
事
業
者
に
運
行
車
両
を
貸
与
す
る

と
と
も
に
、
運
行
業
務
・
予
約
受
付
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
30
分
前
ま
で
予

約
可
能
、
乗
降
地
・
コ
ー
ス
は
柔
軟
に

対
応
、
利
用
料
金
は

300
円
～

500
円
と
い
う

こ
と
で
、
利
用
者
の
満
足
度
が
高
い
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
、
利
用
者

へ
の
丁
寧
な
説
明
、
行
政
の
決
断
と
職

員
の
尽
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

②
島
根
県
雲
南
市
（
地
域
自
主
組
織
に

つ
い
て
）

　

雲
南
市
は
、
市
町
村
合
併
前
の
協
議

の
段
階
か
ら
、
自
治
力
の
低
下
、
地
域

社
会
の
維
持
に
危
機
感
を
持
ち
、
地
域

内
の
こ
と
を
自
ら
考
え
、
決
定
し
、
実

行
す
る
組
織
（
集
落
機
能
を
補
完
す
る

新
た
な
自
治
組
織
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
「
地
域
自
主
組
織
」
の
立
ち
上
げ

を
住
民
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
再
編
を
経
て
、
30
の
組
織
が
あ
り

ま
す
。

　

各
組
織
に
は
市
か
ら
七
、八
百
万
円
の
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◆
日
程　

平
成
29
年
11
月
６
日
～
８
日

◆
派
遣
委
員

◎
二
葉
昌
彦 

○
宮
井　

章　

久
保
浩
二

　

 

福
榮
浩
義　

 

北
田
健
治　

安
達
幸
治

　

 

佐
井
昭
子

　
　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

①
岐
阜
県
中
津
川
市
（
中
津
川
ふ
る
さ

と
じ
ま
ん
祭
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
）

　

中
津
川
市
で
は
、
毎
年
10
月
の
第
４

金
曜
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、
中
津

川
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
祭
を
開
催
し
て
お

り
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
菓
子
ま

つ
り
で
は
、
中
津
川
銘
菓
の
栗
き
ん
と

ん
を
特
別
割
引
価
格
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
は
３
日
間
で
来
場
者

が
延
べ
14
万
人
、
総
売
り
上
げ
が
１
億

円
以
上
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
か
ら

も
こ
の
祭
に
参
加
し
、
物
産
展
に
お
い

て
梅
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
産
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

②
岐
阜
県
郡
上
市
（
空
き
家
対
策
に
係

る
取
り
組
み
に
つ
い
て  

他
）

　

郡
上
市
で
は
、
人
口
減
少
や
建
物
の

老
朽
化
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
空
き
家

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
郡
上
八
幡
産

業
振
興
公
社
が
家
主
か
ら
空
き
家
を
借

り
て
改
修
し
、
移
住
者
に
貸
し
出
し
、

郡
上
八
幡
の
町
家
を
維
持
す
る
と
と
も

に
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
か

ら
開
始
し
、
１
年
で
５
件
の
修
繕
及
び

賃
貸
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

③
農
業
法
人
せ
い
わ
の
里
ま
め
や
※
三

重
県
多
気
町
（
農
産
物
直
売
所
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
係
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
）

　

農
業
法
人
せ
い
わ
の
里
ま
め
や
で
は
、

地
域
の
特
産
物
で
あ
る
大
豆
「
ふ
く
ゆ

た
か
」
や
旬
の
農
産
物
を
使
っ
た
農
村

料
理
バ
イ
キ
ン
グ
、
農
産
物
加
工
所
及

び
直
売
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
育
て
た
安
全
安
心
な
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

高
齢
者
の
持
つ
技
術
や
知
恵
を
次
世
代

◆
日
程　

平
成
29
年
10
月
23
日
～
25
日

◆
派
遣
委
員

◎
橘　

智
史 

○
松
上
京
子　

前
田
佳
世

　

安
達
克
典　

中
本
賢
治　

出
水
豊
数

　
　
　
　
（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

①
N
P
O
法
人
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
※
沖
縄
県
那
覇
市
（
し
ょ

う
が
い
者
・
こ
う
れ
い
者
観
光
案
内
所
）

　

し
ょ
う
が
い
者
・
こ
う
れ
い
者
観
光

案
内
所
で
は
、
観
光
地
等
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
情
報
発
信
や
車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

貸
し
出
し
等
、
当
事
者
の
立
場
に
立
っ

た
有
益
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
関
連
事
業
に
お

い
て
収
益
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
無
理

な
く
安
定
経
営
を
実
現
し
て
お
り
、
10

年
以
上
の
運
営
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
増
加
し
て

お
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
は

特
に
き
め
細
か
な
情
報
提
供
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
本
事
案
を
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
※
沖
縄
県

那
覇
市
（
沖
縄
地
域
農
業
の
障
害
者
就

　
文
教
厚
生
委
員
会

　
産
業
建
設
委
員
会

交
付
金
が
あ
り
、
組
織
ご
と
に
職
員
を
雇

用
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
ら

地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
柔
軟
な
対

応
が
可
能
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
行
政
と
地
域
自
主

組
織
が
対
等
な
立
場
で
話
し
合
う
「
地
域

円
卓
会
議
」
を
導
入
し
、
同
27
年
度
に
は

「
地
域
と
行
政
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
基
本
協
定
書
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
時
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
等

に
よ
る
世
代
交
代
や
組
織
の
維
持
、
取
り

組
み
の
継
続
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

に
伝
承
す
る
た
め
、
地
域
の
子
供
達
に

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
心
に
刻
ん
で
も
ら

う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

労
・
雇
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
）

　

従
来
か
ら
農
業
を
福
祉
の
現
場
に
取

り
入
れ
る
試
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
障
害
者
支
援
だ
け
で
な
く
、
引
き

こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
生
活
困
窮
者
の
支

援
に
も
そ
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
農
業

と
福
祉
の
連
携
を
推
進
し
て
お
り
、
具

体
的
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
梅
や
み
か
ん
収
穫
時

期
等
の
人
手
不
足
解
消
や
障
害
者
の
就

労
促
進
等
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

③
沖
縄
県
浦
添
市
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
）

　
浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
と
啓
発
棟
で
構
成

さ
れ
た
施
設
で
す
。
啓
発
棟
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
だ

け
で
な
く
、
不
用
品
の
受
け
入
れ
や
提
供

も
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
に
は
、
住
民
一
人
一
人
が
現

状
を
知
り
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
施
設
に
足
を
運
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
そ
の
第
一
歩
と
い
え
ま
す
。

本
事
案
を
本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

参
考
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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議席 氏名 ふりがな 住所 電話番号 会派 政党

1 松上　京子 まつうえ きょうこ 芳養町 3912-93 090-9715-8822 篤志会 無所属

2 柳瀬　理孝 やなせ まさたか 上秋津 76-8 0739-35-0566 清新会 無所属

3 浅山　誠一 あさやま せいいち 下万呂 439 080-2906-9670 篤志会 無所属

4 前田　佳世 まえだ かよ 明洋二丁目 20-12 070-3300-7163 日本共産党 日本共産党

5 川﨑　五一 かわさき ごいち 中辺路町小松原 205 0739-64-1146 日本共産党 日本共産党

6 久保　浩二 くぼ ひろつぐ 上万呂 488-4 0739-24-8505 日本共産党 日本共産党

7 宮井  　章 みやい あきら 中辺路町栗栖川 291-163 0739-64-8190 紀新会 無所属

8 福榮　浩義 ふくえ ひろよし 芳養松原二丁目 13-2 090-7355-4431 篤志会 無所属

9 髙田　盛行 たかだ もりゆき 朝日ヶ丘 6-18 090-4301-5934 篤志会 無所属

10 北田　健治 きただ けんじ 秋津町 252-7 0739-24-1092 清新会 無所属

11 橘　  智史 たちばな ともふみ 新庄町 651 0739-20-1767 清新会 無所属

12 尾花  　功 おばな いさお 上芳養 2977 0739-37-0531 紀新会 無所属

13 二葉　昌彦 ふたば まさひこ 秋津町 190-2 0739-25-1647 誠和会 無所属

14 市橋　宗行 いちはし しゅうこう 下三栖 173-3 0739-34-0345 紀新会 無所属

15 安達　幸治 あだち こうじ 高雄三丁目 27-7 0739-24-1138 くまのクラブ 無所属

16 安達　克典 あだち かつのり 龍神村殿原 474-2 0739-78-2057 紀新会 自由民主党

17 小川　浩樹 おがわ ひろき 上屋敷二丁目 11-10 0739-24-4165 公明党 公明党

18 塚　  寿雄 つか ひさお 本宮町檜葉 117 0735-42-0662 紀新会 無所属

19 佐井　昭子 さい あきこ あけぼの 45-12 0739-25-3928 公明党 公明党

20 中本　賢治 なかもと けんじ 磯間 24-35 0739-23-0299 誠和会 無所属

21 出水　豊数 でみず とよかず 中辺路町栗栖川 768 0739-64-1158 公明党 公明党

22 陸平　輝昭 りくひら てるあき 下川下 1404 0739-63-0115 くまのクラブ 無所属

【議員名簿】
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議 会 活 動 日 誌
【22 日】全員協議会
【24 日】議会運営委員会
【29 日】本会議（１日目）、総務企画委員会、

産業建設委員会、文教厚生委員会、広報委員会、
新庁舎整備特別委員会

【５日】　新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会
【８日】　本会議（２日目）、議会運営委員会
【11 日】本会議（３日目）
【12 日】産業建設委員会、文教厚生委員会
【13 日】総務企画委員会
【15 日】新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会
【20 日】本会議（４日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員
会、広報委員会

【９日】　新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会
【12 日】広報委員会
【26 日】新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

市議会本会議の会議録や録画映像は
インターネットからご覧いただけます

田辺市ホームページを検索

田辺市議会をクリック

次のご覧になりたい項目をクリック

会議録検索　　　議会録画配信

閲覧・検索　　　　録画映像　

ご覧になりたい本会議開催日等を選択

 田辺市ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/

 田辺市議会ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/index.htm
※表紙の QR コードからもアクセスできます。

 会議録検索ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe/index.html

 議会録画配信ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe-vod/index.html

8

次回の「市議会だより」

５月号
（３月定例会の報告）

　議会日程の詳細や市議会だよりの内
容等について、ご意見・ご質問等があ

りましたら、下記までご連絡ください。

　ホームページでは、議会の情報や本

会議会議録、録画映像をご覧いただけ

るほか、声の議会だよりもご利用いた

だけます。

【連絡先】
田辺市議会事務局
〒 646-8545
田辺市新屋敷町１番地
TEL  0739-26-9940（直通）
FAX  0739-25-5579　　　
E-mail:gikai@city.tanabe.lg.jp
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/  

平成 30 年３月定例会の会期日程（予定）

　３月定例会の会期日程（案）をお知らせします。　
　なお、日程は諸事情により変更される場合があります。恐れ入
りますが、傍聴をご希望の場合は、議会事務局まで日時をお問い
合わせください。

※本会議の開会予定時刻は、３月 23 日が午後１時、それ以外は
　午前 10 時です。

　
　     

11
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

12
月
　
　
　      

　    

１
月

　
　
　

編 

集 

後 

記

　
新
年
が
明
け
る
少
し
前
、

師
走
の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第

九
」
が
紀
南
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
鳴
り
響
き
、
第
4
楽

章
「
歓
喜
の
歌
」
で
は
、「
時

代
が
切
り
離
し
た
も
の
が
再

び
結
ば
れ
、
す
べ
て
の
人
々

が
兄
弟
に
な
る
」
と
繰
り
返

し
歌
わ
れ
ま
し
た
。「
自
由
と

平
和
の
象
徴
」
と
さ
れ
る
こ

の
作
品
は
、
完
成
か
ら
二
百

年
近
く
た
っ
て
な
お
、
私
た

ち
に
多
様
な
社
会
を
共
に
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
市
政
や
議
会
広
報
に
お
い

て
も
「
多
様
性
」
を
念
頭
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
前
田
）

広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
　
安
達
　
幸
治

　
副
委
員
長
　
福
榮
　
浩
義

　
委
　
　
員
　
前
田
　
佳
世 

　
　   

〃
　
　 

橘
　
　
智
史

　   

　
〃
　
　 

二
葉
　
昌
彦

　   

　
〃
　
　 

塚
　
　
寿
雄

　   

　
〃
　
　 

出
水
　
豊
数

 月            日 会議の内容

 ２
 27 本会議１日目（現年度補正予算等関係議案の提案説明、

新年度予算等関係議案の提案説明）

28 本会議２日目（新年度予算等関係議案の提案説明（続
き）、現年度関係議案に対する質疑及び委員会付託）

３

２ 常任委員会（現年度補正予算等関係議案審査）

９ 本会議３日目（付託議案に係る委員長報告、現年度補
正予算等関係議案審議、一般質問）

12 本会議 4 日目（一般質問）

13 本会議５日目（一般質問、新年度予算等関係議案に対
する質疑及び委員会付託）

14 ～ 16、
19 常任委員会（新年度予算等関係議案審査）

20 特別委員会

23 本会議６日目（新年度予算等関係議案に係る委員長報
告、議案審議）


